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人口と面積( 元年. 8. 1)
世 帯　241, 068
人 口　642, 487 人
男　326, 439 人
女　316, 048 人

面 積　53. 25km2
人口密度　12, 065 人/ km2
《毎月5 日 、15日 、25日 発行 》

秋の交 通 安全

運
動 9 / 21～ 3

0

心 に ゆ と り
さ わや かマ ナ ー

高齢者交通安全旬間

9 月11日～20日

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
マ
イ
カ
ー
で

の
ド
ラ
イ
プ
を
計
画
し
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、

ち
″
。
と
し
た
不
注
意
や
安
易
な
行
勳

が
、
交
過
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
せ
っ

か
く
の
レ
ジ
ャ
ー
も
台
無
し
。
さ
ら
に

は
あ
な
た
だ
け
で
な
く
、
相
手
方
、
家

族
の
人
生
般
計
が
大
き
く
崩
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
秋
の
交
通
安
全
運
助
の
始
ま

る
こ
の
時
期
、
区
内
で
発
生
し
た
事
故

を
参
考
に
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
今
一

度
考
え
て
み
ま
し
f

つ
。

死
亡
事
故

2
3区
ワ
ー
ス
ト
1

区
内
交
通
事
故
状
況

足
立
区
で
登
録
さ
れ
て
い
る
乘

用
車
は
1
3万
3
千
台
、
二
岫
車
は
H

万
1
千
台
(
6
3年
3
月
末
)
。

ま
た
、区
内
に
は
日
光
街
道
、

環
状
7
号
繃
、
首
都
高
速
薦
飾
川

囗
線
等
幹
線
道
路
も
多
く
、
都
心

へ
の
入
口
で
も
あ
り
、
区
内
の
交

通
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

昭
和
6
3年
中
に
区
内
で
発
生
し

た
交
通
亊
故
は
2
千
7
5
5件

、
過
去
1
0

年
で
最
悪

。
死
者
は
2
2人
で
2
3

区
ワ
ー
ス
ト
1
で
し
た
。

今
年
も
6
月
ま
で
に
千
2
3
5件
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

。
な
か

で
も
二
輛
車
に
よ
る
事
故
、
お
と

し
よ
り
の
交
通
事
故
が
依
然
と
し

て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

安全へつなぐ
老いの手、幼い手

おとしより の事故

お
と
し
よ
り
の
交
通
事
故
は
年

々
増
加
し

、
今
年
も
既
に
旧
人
以

上
の
方
が
亊
故
に
あ
っ
て
い
ま

す

。
そ
こ
で
、
区
と
区
内
3
響
察

署
で
は
、9
月
1
1
-
2
0日
を
特
に

高
齢
者
交
通
安
全
旬
閧
と
し
、
お

と
し
よ
り
の
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
す
。

□
事
故
例
1

横
断
禁
止
場
所
を

横
断
し
死
亡
(
盡
堤
通
り
)

A
さ
ん
(
6
3
歳
)
は
、
通
り
の

反
対
側
の
知
人
宅
へ
行
く
た
め
、

横
断
禁
止
場
所
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
切
れ
目
か
ら
道
路
に
出
て
、
斜

め
に
横
断

。

B
君
(
1
7
歳
)
は
、そ
の
道
路

を
オ
ー
ト
バ
イ
で
時
速
6
0
冫
メ
ー
ト
ル
で

進
行
し
て
き
た

。
A
さ
ん
に
気
づ

い
た
が
渡
り
き
る
だ
ろ
う
と
そ
の

ま
ま
の
ス
ピ
ー
ド
を
維
持
。

A
さ
ん
は

。
接
近
し
て
き
た
オ

ー
ト
バ
イ
に
驚
い
て
、
横
断
途
中

で
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
オ
ー

ト
パ
イ
に
衡
突
さ
れ
た
。

約
4
メ
ー
ト
ル
は
ね
飛
ぱ
さ
れ
、
A
さ

ん
は
膓
内
出
血
、脳
挫
傷
で
死
亡

。

こ
の
亊
故
の
よ
う
に
。
お
と
し

よ
り
の
事
故
の
多
く
は
、歩
行
中
、

特
に
横
断
中
に
起
き
て
い
ま
す
。

主
な
原
因
は
、
車
の
直
前
匱
後
の

横
断
、横
断
禁
止
場
所
で
の
横
断
、

扣
め
横
断
な
ど
で
す
。

遠
回
り
で
も
、
横
断
歩
道
を
正

し
く
渡
る
こ
と
が
大
叨
で
す

。

運
転
は

命
が
け
よ
り
心
が
け

二
輪
車
の
事
故

昨
年
区
内
で
発
生
し
た
二
軸
車

事
故
は
千
2
2
1件
、
事
故
全
体
の
4
4
%

。
二
軸
車
の
交
通
違
反
が
原
因

の
事
故
が
、
今
年
も
6
月
ま
で
に
9
5

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

二
輪
車
の
事
故
は
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
、
前
方
不
注
意
な
ど

が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

□
事
故
例
2

前
方
不
注
意
か
ら

右
折
車
に
衝
突
(
西
紋
瀬
三
丁

目
)

C
君
(
1
8歳
)
は
夜
9
時
過
ぎ
、

オ
ー
ト
パ
イ
で
友
人
宅
か
ら
帰
る

途
中
。
自
宅
に
近
づ
き

、
走
り
慣

れ
た
道
だ
っ
た
か
ら
か
、
C
君
に

少
し
気
の
ゆ
る
み
が
あ
っ
た
。そ

の
た
め
、前
方
の
右
折
車
に
気
づ

く
の
が
一
瞬
遅
れ
た

。

急
ブ
レ
ー
キ
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
転
倒
、
相
手
の
白
勳
車
に
衝

突
し
た
。
右
手
骨
折
、
肺
挫
傷
の

重
傷
を
負
っ
た
。

二
輪
車
は
、
自
勳
車
と
違
い
身

体
を
守
る
覆
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

事
故
を
起
こ
せ
ぱ
、
重
傷
を
負
い

が
ち
で
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
柵
用

し
、
速
度
は
控
え
め
に
す
る
こ
と

が
、
二
軸
申
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

よ
く
見
た
ね

車
こ
な
い
ね
、渡
れ
る
ね

子
ど
も
の
事
故

□
事
故
例
3

車
の
陰
か
ら
飛
び

だ
し
、
右
足
骨
折
(
保
木
間
五

丁
目
)

D
子
ち
ゃ
ん
(
3
歳
)
は
、
一
人

で
遊
ん
で
い
た

。
ポ
ー
ル
を
迴
い

か
け
て

、
駐
車
し
て
い
た
車
と
車

の
間
か
ら
道
路
へ
飛
ぴ
出
し
た
。

反
対
車
線
を
進
を
し
て
い
た
自

勳
車
は

、
D
子
ち
ゃ
ん
に
気
づ
き

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
が
関
に
合

わ
ず
接
触
。
D
子
ち
ゃ
ん
は
右
足

骨
折
の
重
傷
を
負
つ
た

。

子
ど
も
の
事
故
の
原
因
と
し
て

は
、「
と
ぴ
だ
し
」
が
最
も
多
く
、

子
ど
も
の
亊
故
全
体
の
1
8
%
(
6
3

年
中
)
を
占
め
て
い
ま
す

。

6
3年
は
子
ど
も
の
事
故
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
幼
児
の
負
傷
者
は

逆
に
増
加
し
て
い
ま
す

。

区
と
区
内
3
警
察
醫
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
交
通
安
全

の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
家
庭
で
も
。
お
子
さ
ん
に
交

通
安
全
の
指
導
を
心
が
け
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
顫
い
し
ま
す
。

車
の
陰
に
幼
な
い
命
が
…

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

掛

金
　
年
間
1

口
5
0
0円

見
舞
金
　
1

万
～
1
5
0万
円

申
込
先
　
区
内
金
融
機
関
(

郵
便
局
を
除
く
)

問
合
せ
先

本庁舎・特別区
交通災害共済担当

882- 1111㈹

車は車庫に
入れましょう

道路は広く有効に
迷 惑 駐 車抑
止 強 化 月 間 9/ 1 ～30

駐車した車が語る
ド ラ イ バ ー の マ ナ ー

新しい学びの
仲間を求めて

「あしだち大学」参加者募集

区
内
4
会
場
で

「
あ
し
だ

ち
大
学
」
を
閧
講
し
ま
す

。

希
望
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
で
6
0

歳
以
上
の
方
(
1
0
月
1

日
現
在
)

日
時
・
場
所
・
内
容

下
表

の
と
お
り

定
員

自
分
史
コ
ー
ス
の
み
6
0

人

。
他
3
コ
ー
ス
は
各
4
0

人
(
応
募
多
数
の
際
は

抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
厦
(
ガ
キ
に

庄
所
、
氏
名
、
年
齡
、
性

別
、
電
話
番
号
、「
○
○
コ

ー
ス
希
望
」
と
明
記
し

、

各
会
場
へ

申
込
期
限
9

月
2
0日
消
印

有
効

問
合
せ
先

各
会
場
ヘ

「暮らしの中の経済」コース
会場 西 鄒区民 柵柾 セ ンタ ー 〒123 足 立区 皇浜2- 24- 2 　897- 5016

※ 時 間 は い ずれ も 午 後1 時 間30 分 ～3 時30 分

「マ スコ ミ入門」コ ース
会場 老人会館 〒121 足立区西保木WM- 9- 1 　S59- 9732

※ 時 間 は い ず れ も 午 後S 時30 分 ～3 時30 分

「歴 史 ・ 文 学 」コ ー ス
―水とのかかわりをとおして―

会場 予住 区民 罹祉 セ ンタ ー 〒120 足 立区 千 住元町34- 1 　芻2- 2765

※ 時 間 は い ず れ も 午 後1 時30 分 ～3 時30 分
( 10 月19日 は 午 前9 時 ～ 正 午)

「自分史」コ ース
―生きてきた証しを残す―

会 場 東l 区 民畧 祉セ ンタ ー 〒120 足 立区 東 綾瀬1- 5- 17 　605- 7101

※時間はいずれも午後1 時30分～3 時30分
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9 月 は
障害 者雇 用
促 進 月 間

自
立

促 進 の た め
働

く
機 会 を

「
人
閧
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」
こ
れ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
か
ら
の
願
い
で
す

。「
社
会
に

出
て

、自
分
の
適
性
や
能
力
に
あ
っ
た
仕
事
を
も
ち
、
家
族
や
友
人
に
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
り
た
い

」

障
害
を
も
つ
人
も
も
た
な
い
人
も
、
み
ん
な
こ
う
考
え
て
い
ま
す
。
足
立
区
は
、
東
亰
の
中
で
も
陣

害
者
の
雇
用
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。
そ
れ
で
も
、
働
く
意
欲
を
も
ち
な
が
ら

。
仕
事
に
就
け
な

い
障
書
者
の
方
た
ち
は
大
勢
い
ま
す
。9
月
は
障
害
者
扈
用
促
進
月
間
、
障
害
者
の
雇
用
の
場
を
広

げ
る
た
め
に
、
事
業
主
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご 利 用
く だ さい

事
業
主
、障
害
者
の
方
ヘ

雇
用
の
助
成
制
度

障
害
者
の
雁
用
に
あ
た
っ
て

は
、「
障
害
者
の
騷
用
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
つ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
従
来
、
身
体

障
魯
者
に
対
象
が
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
か
ら
、
柵
神
薄
弱

者
、
埼
神
障
害
者
に
も
対
象
が
拡

大
さ
れ
、
助
成
制
度
が
大
き
く
充

実
し
ま
し
た
。

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
障
害

者
の
壜
用
の
た
め
の
窓
口
を
設

け

、
求
人

、
求
職
な
ど
、
観
身
に

な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
方
も
陣
害
者
の
方

も

、
積
極
的
に
職
業
安
定
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安
定

所

　
8
8
2
1
2
8
7

就
職
相
談
会

障
害
者
の
方
を
対
象
に
、
事
業

主
の
方
と
の
面
接
方
式
で
、
就
職

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
9

月
2
0日
(
水
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

※
当
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。

場
所

勦
労
福
祉
会
館
第
1
ホ
ー

ル
(

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
、
梭
瀬

駅
西
囗
か
ら
徒
歩
3
分
)

持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、
履
歴
S

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安
定

所
・
障
害
者
コ
ー
ナ
ー

8
8
2
1
2
8
7

届
き
ま
し
た
か

新
(
障
)
受
給
者
証

新
し
い
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
を
、
受
給
者
の
方
に
8

月

下
旬
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ

、
受

給
者
証
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
閠
の
切
れ
た
旧

受
給
者
証
は
、
持
参
も
し
く
は
郵

送
で
お
返
し
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

「
新
人
だ
け
ど

が
ん
ば
っ
て
ま
す
」

㈱
東
京
カ
ジ
ュ
ア
ル
ド
レ
ス
勤
務

松

山

秀

美
さん
(
2
0
歳
)

晦
田
五
丁
目
に
あ
る
㈱
東
亰

カ
ジ
ュ
ア
ル
ド
レ
ス
は
、
婦
人

服
を
作
つ
て
い
る
会
社
で
す
。

従
菓
員
は
9
8人
、そ
の
う
ち
2
3

人
が
知
恵
お
く
れ
の
方
た
ち
を

中
心
と
し
た
障
害
者
で
す
。

松
山
さ
ん
は
、
今
年
の
新
入

社
員
。先
輩
た
ち
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
洋
服
の
縫
い
印
を
マ

ー
ク
し
た
り
、
ア
イ
ロ
ン
を
か

け
た
り
、
熱
心
に
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

社
長
の
山
下
さ
ん
は
、る
っ

く
り
だ
が
、
確
実
に
進
歩
し
て

い
ま
す
」
と
、
高
い
評
価
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
知
恵
お
く
れ
の
人
た
ち
を

雇
う
上
で
い
ち
ぱ
ん
大
切
な
の

は
、で
き
る
で
き
な
い
よ
り
も
、

継
統
し
て
も
ら
う
工
夫
を
す
る

こ
と
で
す
。
う
ち
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
見
合
つ
た
作
業

を
、
完
全
に
任
せ
て
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。知
恵
お
く
れ

の
人
は
、一
つ
の
仕
事
を
て
い

ね
い
に
根
気
づ
よ
く
や
っ
て
く

れ
ま
す
」

『
私
た
ち
企
業
は
、
働
い
て

も
ら
い
お
金
を
さ
し
あ
げ
る
立

場
。
そ
の
分
、
知
惠
お
く
れ
の

人
に
、
厳
し
い
嬰
求
も
し
ま
す

が
、給
料
が
は
げ
み
と
な
っ
て

、

み
な
大
き
く
成
長
し
て
い
ま

す
。
ペ
テ
ラ
ン
に
な
る
と
、
心

か
ら
信
頼
で
き
ま
す
。
障
害
を

も
っ
た
人
た
ち
の
能
力
を
ひ
き

出
す
点
で
は
、
だ
れ
に
も
負
け

な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
」
山
下

杠
長
は
、
こ
う
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
こ
は
、
従
業
員
全
体
が
若

く
、
仲
間
づ
き
あ
い
も
う
ま
く

い
っ
て

、
ど
の
人
も
職
場
に
定

簍
し
て
い
ま
す
。
温
か
い
環
境

に
恵
ま
れ
て

、
新
人
の
松
山
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ぱ
っ
て

※
東
京
カ
ジ
ュ
ア
ル
ド
レ
ス
に

は
、今
年
3
月
、障
害
者
覗
用
優

良
亊
業
所
と
し
て
、
足
立
区
長

と
足
立
公
共
職
業
安
定
所
長
か

ら
、思
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《
障
害
福
祉
課
》

熱 心 に 仕 事 に 取 り 組 む 松 山 さ ん

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
9
)

大
正
7
年
の
貿
い
占
め
に
よ

る
米
価
の
異
状
な
愃
上
が
り
。

し
か
し
、
質
金
は
い
っ
こ
う
に

あ
が
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、米
よ
こ
せ
運
勳
、

す
な
わ
ち

粱

騒
勳
7
J

ま
す
が
、
こ
れ
が
部
落
解
放
へ

の
立
ち
上
が
り
の
き
っ
か
け
と

も
な
り
ま
し
た
。

米
騒
勳
は
、大
正
漾

の
7

月
に
富
山
県
の
魚
潭
、濔
川
な

ど
の
漁
民
の
主
婦
が
米
よ
こ
せ

運
勳
を
始
め
た
の
を
き
っ
か
け

と
し
て
、8
月
に
入
っ
て
全
国

に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
規
僕
は
、
全
国
で
数
十

万
人
に
も
の
ぼ
る
人
ぴ
と
が
参

加
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
同

和
地
区
の
人
び
と
も
、
長
い
間

苦
し
い
生
活
状
9
だ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
が
穆
加

し
ま
し
た
。

米
騒
勳
は
、
大
衆
の
自
然
発

生
的
な
邏
勳
で
し
た
。

し
か
し
。
同
和
地
区
の
人
び

と
が
、
こ
の
運
勳
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
同
和
地
区
の

人
ぴ
と
に
、
自
分
た
ち
が
持
つ

て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
見
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

同
時
に
、
同
和
地
区
の
お
か

れ
て
い
る
社
会
的
状
況
を
認
識

し
、
自
ら
の
力
で
解
放
を
か
ち

と
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い

う
自
覚
と
団
結
の
力
を
知
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

米
騒
勳
は
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
ま
し
た
が
、民
衆
の
燃
え

あ
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
大
正

の
社
会
運
勳
を
大
き
く
発
展
さ

せ
る
力
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
運
勳
や
農
民
運
勳
と
と

も
に
、
部
落
解
放
の
運
勣
も
融

和
邏
勳
や
改
善
邏
勣
を
こ
え
て

発
展
し
て
い
く
の
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

戦
傷
病
者
等
の

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

請
求
権
時
効
の
お
し
ら
せ

次
の
戦
傷
訶
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
国
債
の
請
求
期
限

が
、9
月
3
0日
で
時
効
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
、
請
求
し
て
い
な
い
方

は
必
ず
請
求
し
て
く
だ
さ
い

。

対
象

□
第
1
2回
「
い
号

」

▽
第
6
回
「
い
～
り
号
」
、
第
8
回

「
い
～
は
号
」
ま
た
は
第
n
回

「
い
号
」
の
受
給
槽
を
取
耨
し

た
方
(
時
効
失
権
者
も
含
む
)

で

、
昭
和
6
1年
1
0月
1
日
に
お

い
て
第
5
款
症
以
上
の
軟
傷
病

者
等
の
妻
の
方

▽
昭
和
5
8年
4
月
1
日
ま
で
に
第
5

歉
屁
以
上
の
峨
傷
痾
者
等
の

妻
と
な
っ
た
方

□
第
6
回
「
ぬ
号

」

▽
第
2
回
「
ぬ
号
」
の
最
終
償
還

を
終
え
た
方
(
時
効
失
権
者
も

含
む
)
で
、
昭
和
6
1年
1
0月
1

日
に
お
い
て
第
5
款
症
以
上
の

峨
傷
訶
者
等
の
妻
の
方

□
第
1
3回
「
い
号

」

▽
第
2
回
「
ぬ
号
」
、
第
6
回
「
い

号
」
ま
た
は
第
1
1
(回
「
い
号
」

の
最
終
償
選
を
終
え
た
方
(
時

効
失
権
者
も
含
む
)
で

、
昭
和
5
8

年
3
月
3
1日
ま
で
に
夫
が
公

務
傷
祠
以
外
で
死
亡
し
た
方

□
第
1
1回
「
ろ
号

」

▽
第
8
回
「
ろ
号
」
の
最
終
僕
還

を
終
え
た
方
(
時
効
失
権
者
も

含
む
)
で

、
昭
和
6
1年
1
0月
1

日
以
前
に
夫
が
死
亡
し
て
い
る

方
請
求
期
限

元
年
9
月
3
0日

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民

生
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

戦
没
者
等
の

遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金

第
5
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

対
象
者

①
満
州
亊
変
以
降
、
軍
人

、
軍
属

・
準
軍
属
と
し
て
峨
闘
公
務
等

に
よ
り
峨
死
、
峨
訶
死
し
た
方

の
遺
族
で

、
公
務
扶
助
料
・
遺

族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
昭
和
6
0

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
元
年
3

月
3
1日
の
間
に
死
亡
等
に
よ

り
い
な
く
な
り
、
新
た
に
特
別

弔
慰
金
の
受
給
権
を
寿
た
方

※
た
だ
し
、
第
4
回
特
別
弔
慰
金
(
3
0

万
円
)
を
受
け
る
権
利
を
取
琳

し
た
方
、
お
よ
び
時
効
に
よ
り
失

檜
し
た
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

②
昭
和
6
0年
4
月
2
日
か
ら
平
改

元
年
4
月
1
日
の
間
に
、
傷
訶

恩
給
、
障
害
年
金
等
の
受
給
者
(

峨
傷
祠
者
)
が
当
該
年
金
の

受
給
の
原
因
と
な
っ
た
障
害
に

よ
り
死
亡
し

。か
つ

、遺
族
年
金

等
の
受
給
権
者
が
い
な
い
遺
族

支
給
金
額

額
面
1
8万
円
、6
年

償
還
無
利
子
国
債

請
求
期
限

平
成
4
年
6
月
2
7日

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民

生
係

　
眤
―
-
1
1

㈹

児
童
手
当
の

請
求
手
続
き
を

現
在
2
人
以
上
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
児
童
手
当
(
特
例

給
付
)
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

該
当
の
方
は
、
讀
求
手
硯
き
を
し

て
く
だ
さ
い

。

受
給
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方

▽
1
8歳
未
満
の
児

童
を
2
人
以
上
養
育
中
で
、
少

な
く
と
も
I
人
は
義
務
教
青
就

学
前
の
児
童
が
い
る

▽
区
内

に
住
所
が
あ
る

▽
昭
和
6
3年

中
の
所
得
が
制
限
額
(
左
表
)

禾
満

手
当
月
額

▽
義
務
教
育
就
学
前

の
2
番
目
の
児
童
…
2
千
溺
円

▽
3
番
目
以
降
の
児
童
…
1
人

に
つ
き
5
千
円
(
義
務
教
竒
就

学
月
の
前
月
ま
で
支
給
)

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
護
者

名
義
の
区
内
金
融
機
関
の
預
金

通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)

▽
現

在
加
入
中
の
年
金
手
帳

▽
健

康
保
険
証

▽
印
か
ん

▽
今

年
1
月
1
日
現
在
、
区
外
に
居

住
し
て
い
た
方
は

、
前
庄
所
地

で
の
平
成
元
年
度
所
辱
証
明
S
(

児
童
手
当
用
)

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い

。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児

童
助
成
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

平成元年度所得制限額

特例給付… 受飴貴 格、手当額、 誚求于聴に必竇な

ものは、児童手当と同じ戞 件ですカ恥 厚生年金、

私立李校共 済等 に加入している 方が対象となり

ます。

所得 金額… 給与所 得者については、 飴与所得控除

旋の金額をいい、 他の所罌=劃こつい ては、収入

金謨から必要憙茎費を 控除し た命 額をいい ます。

社会保瞶飼41当{ 一 律膜} , 0{ XFI }、医 療費、小規

僕共済、陣害者、寡 柵等の控除があり ます。

く
ら
し
の

情

報

福

祉

お
済
み
で
す
か

福
祉
年
金
の
定
時
届

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、
毎
年
、
定
時
届
が
必

要
で
す
。
ま
だ
、
届
出
を
し
て

い
な
い
方
は
、至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
届
を
提
出
し
ま
せ
ん

と
、1
2月
支
払
分
か
ら
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
庄
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
給
付
係

貘
5
1
6
5

お
し
ら
せ

い
じ
め
と
非
行
の

特

別

相

談

区
教
育
委
員
会
で
は
、
今
月

を
「
い
じ
め
と
非
行
の
特
別
相

鮫
月
関
」と
し
、電
話
と
来
所
に

よ
る
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
時
9

月
2
9日
ま
で
の

の
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)

、午

前
o

時

～

午

後
4

時

相

談
場

所

▽

敵

育

セ

ン

タ

ー

教
育

相

談

靈
(

来

所

相

談

の

予

約

…

　
8
5
9
9
5
3
1

、
電

話

相

鮫
E

　
8
8
4
7
8
6
7
)

▽

教

弯

セ

ン

タ

ー
教

膏

相

談

綾

瀬

分

窒
(

采

所

相

談

の

予

約

…
　
8
3
8
3
5
8
8

、
電

話

相

談

は

あ

り

ま

せ

ん
)

▽

指

導

室

教

育

相

談
(

区

役

所

本

庁

舎
7

階

、
来

所

相

談

の

予

約
1

　
8
8
2
1
1
1
1

内

線
4
1
8
1

、
電

話

相

鮫

…

　
8
8
2
1
1
7
0
)

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
敏
に
お
庄
ま
い
の
方

に
は

、3
年
以
内
に
水
洗
化
エ

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す

。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
遭
局
小
菅
支

所

認
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
塵
課
助
成
係

8
8
0
5
2
0
8

水洗化可能地域

銭
湯
無
料
開
放

9
月
1
5日
「
敬
老
の
日
」

敬
老
の
日
に
は
、
区
内
の
公

衆
浴
場
に
、6
5歳
以
上
の
方
は

無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。
ご
近

所
お
誘
い
あ
っ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

な
お
、
次
回
の
無
料
閲
放
予

定
日
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
健
康
管

理
課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

銭湯無 料開放

改築 に より休 みの 銭湯 もあ り ます 。

全
国
消
費
実
態

調
査
に
ご
協
力
を

9
月
か
ら
1
1月
ま
で
の
3

ヵ

月
間
「
全
国
消
費
爽
態
調
査
」

を
行
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
計
消
費
の

実
態
を
総
合
的
に
調
ぺ
る
も
の

で
す
。

当
区
で
は
、
興
野
二
丁
目
、

竹
の
箜
『
丁
目
、東
和
三
丁
目

、

千
住
宮
元
町

、
千
庄
中
居
町
の

一
部
が
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た

。

調
査
員
が
こ
の
地
域
の
世
帯

を
訪
問
し
ま
す
の
で

、
ご
協
力

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

統
計
係

　
跏
5
0
3
3

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

臨
時
休
館
(
1
2月
)

伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」
は
、

改
修
工
事
の
た
め
、1
2月
は
休

館
と
な
り
ま
す
。

《
国
民
健
康
保
険
課
》
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中小企業経営近代化講座

区
で
は
、
東
亰
商
工
会
議
所
足

立
支
部
と
の
共
催
に
よ
り
、
区
内

企
業
者
を
対
象
に
、
経
営
の
近
代

化
を
目
的
と
し
た
講
座
を
3
回
シ

リ
ー
ズ
で
閲
催
し
ま
す
。
お
気
鰹

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

左
上
表
の
と
お
り

場
所

勦
労
福
祉
会
館
2
階
(
無

憖
対
象

主
に
製
造
業
、
卸

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
系
の

企
業
者

定
員
4
0
人

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
商
工
振
興
課

跏
5
1
9
1

※ いずれも、午後1時30分～4時30分。

みんなの健康 足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央 本町保健 相談所 　880- 5351

あ
い
ネ
ッ
卜
2
1

一

口
メ
ッ
セ

ー
ジ

店
頭
に
置
い
て
利
用

し
て
も
ら
い
ま
す

私
は
K
月
か
ら
、
第
八
中

学
校
の
近
く
で
文
具
店
を
開

店
し
ま
す
。「あ
い
ネ
ッ
ト

召
を
店
頭
に
置
い
て
、中
学

生
に
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
も

ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
い
人
た
ち
は
、
こ
の
よ

う
な
新
し
い
機
器
を
操
作
す

る
こ
と
に
、
非
常
に
関
心
を

も
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
瞻
さ

ん
集
ま
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

中
学
生
が
帰
宅
し
て
か

ら
、
家
族
に

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

」
で
見
た
区
政
、
施
設
、

地
域
の
情
報
を
い
ろ
い
ろ
お

話
す
る
と
思
い
ま
す

。

私
自
身
も
足
立
の
見
ど
こ

ろ
な
ど
随
時
知
り
た
い
の
で

早
く
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」を
使

用
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

(江
北
七
丁
目
在
住
　

安
川
文
夫
さ
ん
:
5
6
歳
)

ふれあい 動物 園
動物たちとお話しよう

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
吹
く
公
圜

で
、
ポ
ニ
ー
に
乘
つ
た
り
、
ど
じ

ょ
う
す
く
い
を
し
た
り
。や
ぎ
や

う
さ
ぎ
、モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
の
か

わ
い
い
勳
物
と
な
か
よ
し
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

日
時
9

月
1
5日
(
金
)
、
午
前
1
0

時
～
午
唆
3
時
(
雨
天
の
場
合

は
1
7日
)

場
所
　
一
ツ
家
第
一
公
園

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
公

園
管
理
係

　
8
8
0
5
2
6
1

足 立 区
職 員 募 集

職
種
お
よ
ぴ
受
験
資
格
等

右
下
表
の
と
お
り

選
考
日
H

月
1
2日
(日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
或
2
年
4

月
1
日
以
降

申
込
方
法

必
要
書
類
を
持
参
、

ま
た
は
郵
送

申
込
期
限
m
一月
1
3日
(
消
印
有

効
)

受
付
時
間

午
前
9
時
～
午
後
5

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍
・
人

亭
係
(
〒
a
足
立
区
千
住
1
-
4
1
1
8

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

学
校
保
健
会
講
演
会

ゆ
が
ん
だ
性
燐
報
の
あ
ふ
れ
る

中
、
子
供
た
ち
が
正
し
い
知
識
と

価
値
観
を
持
つ
て
生
き
て
い
く
た

め
に
は
?

家
庭
で
行
う
さ
わ
や
か
性
教
育

に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

日
時
9

月
1
4日
(木
)
、
午
後
3

時
か
ら

場
所

勦
労
福
祉
会
館
(
入
場
無

料
)

定
員
1
5
0人
(先
讐
順
)

講
師

村
瀬
幸
浩
氏
(
一
ツ
裙
大

学
講
師
)

申
込
方
法

当
日
、
厦
接
会
場
へ

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
給
食

係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

酒

害
相

談

お
酒
で
悩
ん
で

い
る
方
ヘ

区
で
は
、
お
酒
を
や
め
た
い
が

や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い
る
方
、
ま

た
は
そ
の
家
族
を
対
象
に

、
専
門

医

、
保
健
婦
に
よ
る
酒
害
相
談
を

毎
週
1

回
行
つ
て
い
ま
す

。
一
人

で
悩
ま
ず
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲

間
と
い
っ
し
ょ
に
相
談
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

場
所
・
日
時

▽
千
住
保
健
所
…

第
1
・
3
木
堰
日

▽
足
立
保

健
所
…
第
2
・
4
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

。
事
前
に
連
絡
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所
・

保
健
相
談
所

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
不
可
。

投
稿
先
E
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
肢
体
不
自
由
児
者
父

母
の
会
バ
ザ
ー
9

月
1
7
日

百
)
、
午
前
1
0時
～
午
浚
2

時
/

竹
の
獵
セ
ン
タ
ー
/
日
用
雑

貨
、
手
作
り
品
、
千
物
類
他
、

模
擬
店
/
日
用
雑
貨
品
等
の
提

供
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
/

岸
本

　
8
8
3
8
1
6
2

☆
オ
ペ
ラ
友
の
会
歌
劇
「
ア
イ

ー
ダ
」
ビ
デ
オ
映
画
観
賞
会
9

月
1
7日
(
日
)
、
午
後
2
時
/

梅
田
セ
ン
タ
ー
3
階
第
1
研
修

室
/
会
員
無
料
、
会
員
外
9
円
/

会
員
募
集
中
、入
会
金
5
0
0円
、

年
会
費
3
千
円
/
塩
谷

・
1
8
5
0

☆
古
典
文
学
学
習
会
(

あ
か
ね

会
)
9

月
2
2日
か
ら
毎
月
第
1

・
3
金
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8

時
3
0分
(
全
6
回
)
/
婦

人
総
合
セ
ン
タ
ー
/
源
氏
物
語
/

入
会
金
千
円
、6
回
分
3
千

円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)
/
小
宮

鰯
0
9
6
5

=
募

集
=

☆
着
物
と
変
化
帯
結
ぴ
の
着
付

教
室

個
人

、
町
内
会
、
婦
人

会
等
の
出
張
も
可

、5
人
以
上
/
I

回
千
円
/

杉
本

　
讎
6

☆
足
立
茶
道
サ
ー

ク
ル
(
心

目
耳
会
)
9

月
1
3
日
か
ら
全
1
0

回
、毎
週
水
曜
日
、午
後
6
時

～
9
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
3
0

歳
未
澳
の
朷
心
者
/
裏
千
家
/
1
0

回
7
千
円
/
(

ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、年
齡

、電
話
番
号
、職

業
を
叨
記
/
岩
崎
(
〒
1
2
0足
立
1
-
5
-
1
2

、　
8
5
2
6
2
0
5
)

掲示
板

□
東
京
都
在
宅
介
護
講
座

日
時
1
0

月
7
日
～
1
1‥月
2
5日

の
毎
土
曜
日
、
午
後
1
時
1
4

時
1
0分
(
合
計
8
回
、
総

時
関
数
2
4時
閠
)

場
所

▽
講
義
E
東
部
区
民
福

祉
セ
ン
タ
ー

▽
実
技
爽
習

…
保
健
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
(

台
東
区
谷
中
一
丁
目
)

対
象

都
内
在
住
で

、
現
に
高

齡
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

介
霞
者
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

介
霞
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
方

定
員
2
0

人
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
)

参
加
費

無
料

申
込
方
法

電
話
(
月
～
金
曜

日

、午
前
9
時
～
午
後
5
時
)

申
込
期
限
9

月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

光
照
園
・
講

座
亊
務
昜

　
8
2
2
7
0
1
1

□
消
費
税
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

亊
業
者
の
方
で
、
消
費
税
の

各
種
届
出
等
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
所
轄
の
税
務
-
に

。
そ
の

旨
を
記
載
し
た
届
出
書
等
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。
こ

の
届
出
書
等
の
用
紙
は
、
も
よ

り
の
税
務
瞽
(
間
税
郎
門
)
に

あ
り
ま
す

。

主
な
届
出
書
は
次
の
と
お
り

で
す

。

①
基
凖
期
間
の
課
税
売
上
高
が
3

千
万
円
を
超
え
る
と
き
…

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書

」
を
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

②
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る

と
き
E
1
0
月
2
日
ま
で
に
、

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選

択
届
出
書
」
を
提
出

③
課
税
亊
業
者
に
な
る
こ
と
を

選
択
す
る
と
き
…
1
0月
2
日

ま
で
に
「
消
費
税
課
税
事
業

者
選
択
届
出
書
」
を
提
出

④
課
税
期
間
の
短
縮
を
選
択
す

る
と
き
…
「
消
費
税
課
税
期

間
特
例
選
択
届
出
!

を
提

出
※
②
、
③
、
④
を
選
択
し
た
場

合
は
、
2
年
閧
は
継
続
し
て
適

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
足
立
税
務
署
(

　
誣
6
2
4
1
)

お
よ
ぴ
西

新
井
税
務
醫
(
　
附
1
1
1
1
)

の
関
税
部
門
へ
。

□
私
立
高
等
学
校
等
特
別
奨
学

金
受
給
者
募
集

受
給
資
格

私
立
の
高
校
(
全

日
制
)
、盲
・
ろ
う
・
養
霞
学

校
の
高
等
郡
、
高
専
(
1
～
3

年
)
、専
絛
学
校
高
等
課
程

の
在
学
生
の
保
霞
者
で
▽
元

年
4
月
1
日
～
9
月
1
日
ま

で
都
内
に
居
住
し
、
▽
元
年

度
住
民
税
が
一
定
額
以
下
の

方
支
給
額

生
徒
―
人
に
つ
き
年

額

▽
6
万
6
千
円
(
住
民

税
年
額
が
一
定
額
以
下
3
千
2
0
1

円
以
上
)
　

▽
9
万
9
千

円
(
住
民
税
年
額
3
千
剳
円

以
下
)

申
込
先
・
期
限

▽
都
内
校
在

学
の
場
合
は
在
学
校
の
締
切

日
ま
で
に
在
学
校
へ

▽
都

外
校
在
学
の
場
合
は
9
月
2
0

日
～
3
0日
に
匱
接
都
庁
ま
た

は
東
亰
都
職
員
多
車
会
館
へ

く
わ
し
く
は
、
都
内
校
在
学

者
は
在
学
校
へ
、
都
外
校
在
学

者
は
都
・
総
務
局
学
事
部
学
事

第
一
課
(
　
2
1
2
5
1
1
1
、
内

線
2
1
8
0
5

～
6
)

へ
。

□

〝活
か
そ
う
、

救
急
車
を
待
つ
時
間
〟

―
覚
え
て
ほ
し
い
応
急
手
当
―

9
月
9
日
は
「
歉
急
の
日

」。
C

急
手
当
は

、
日
ご
ろ
か
ら
訓

練
し

、
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す

。
消
防
醫
で
は

、

地
域
に
密
着
し
た
救
急
関
係
の

行
事
を
多
敵
行
つ
て
い
ま
す
の

で

、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

<
千
住
・
足
立
・
西
新
井
消

防
署
>
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チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ポ
ー
ツ

第
4
2
回
区

民
体
育
大
会

□
陸
上
競
技

日
時
1
0

月
1
日
(
予
備
日
8
日
)

午
前
8
時
I
午
陵
4
時
3
0分

場
所

平
野
運
勦
塲

競
技
区
分

▽
一
般
男
子
・
女
子

▽
中
学
男
子
・
女
子

▽
壮
年

男
子
(
4
0歳
、5
0歳
、6
0歳
以
占

・
女
子
(
3
5
歳
以
占

対
象

区
内
在
庄
・
在
勣
の
方

費
用

▽
一
設
…
劭
円

▽
中
学

…
刈
円

▽
リ
レ
ー
…
瞋
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
直
接

申
込
期
限
9

月
1
4日

、
午
後
3

時
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

鈴
木
澄
夫
(

千
住
旭
町
3
8
1
1

第
十
六

中
学
校
内

　
8
8
8
6
4
3
6
)

□
区
民
ハ
イ
キ
ン
ク

日
時
9

月
2
3日

、
午
後
3
時
出

発
(
区
役
所
本
庁
舎
前
↓
小
出

ロ
ッ
ジ
泊
-
2
4
日
夜
帰
亰
)

場
所

下
権
現
堂
山

対
象
1
6

歳
以
上
6
5歳
ま
で
の
区

内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

費
用
1

万
5
千
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
直
接

申
込
期
限
9

月
1
4日

申
込
・
問
合
せ
先

▽
駒
草
山
荘

♀

庄
―
-
3
3
-
9

　
8
8
1
2
4
9
0
)

▽
マ
ツ
ノ
ス
ポ
ー

ツ
(
関
原
2
1
1
6
-
1
1‥

　
川
5
1
0
1
)

□
ク
レ
ー
射
撃

日
時
9

月
1
7日
、
午
前
9
時
～
、

午
後
4
時

場
所

栃
木
県
総
合
射
撃
場

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
の
方
で

散
弾
銃
の
所
持
者

競
技
種
目

ト
ラ
ッ
ブ

ー
ス
キ
ー

ト
の
部
、
各
2
5撃
2
回

費
用
5

千
円

申
込
方
法

会
費
を
添
え
、
当
日

匱
接
会
場
へ

※
銃
砲
所
持
許
可
証
、
火
薬
譲
受

許
可
証
を
必
ず
持
参
。

問
合
せ
先

吉
田
宏

　
膕
7
8

□
柔
道

日
時
1
0

月
1
5日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
庄
・
在
勣
・
在
学
者

費
用

▽
小
学
生
…
3
0
0円

▽
中

学
生
以
上
…
5
0
0円

申
込
期
限
9

月
2
8日
必
椨

申
込
方
法

庄
所
、氏
名
、年
齡
(

ま
た
は
学
年
)
、段
位
を
明
記

し

、
現
金
を
忝
え
郵
送
(
現
金

書
留
)

※
小
、
中
学
生
は
、
身
長
、
体
徼

を
明
記

。

申
込
・
問
合
せ
先

原
島
久
武
(

〒
1
2
0千
庄
旭
町
1
0
-
1
3

瑟
3
8
3
8
)

□
な
ぎ
な
た

日
時
1
0

月
8
日
、
午
後
1
時
I
4

時

場
所

梅
田
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方

競
技
方
法

演
技
、
個
人
戦
、
団

体
戦

費
用

鴎
円
(
当
日
会
場
に
持
参
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、年
齡
、

職
業
、
電
話
番
号
、
参
加
種
目

を
明
記

申
込
期
限
9

月
2
7日

申
込
・
問
合
せ
先

内
田
光
子
(

〒
1
2
3梅
田
6
-
2
-
1
9

8
8
6
3
9
8
9
)

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
時
1
0

月
1
5・
2
2日
、
午
前
9

時
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目
6

人
制

、
9
人
制
の
男
女

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

費
用
I

チ
ー
ム
2

千
5
0
0円(
9

月
1
9日
の
代
表
委
橢
会
で
払
い

込
み
)

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
9

月
1
8日

申
込
・
問
合
せ
先

田
中
重
行

　
8
5
0
3
9
9
5

情 報 コ ー ナ ー

9 月 の 安 売 り デ ー

花畑区民センター / 秋の婦人教室
□ 陶芸教室
日 時10 月17・24 日、11月7　・14　・　21
日、12月5 ・12 日( いずれも火這 日) 、
午前9 時30分 ～正午

定 員20 人
費用700 円( 7 回 分の材料費)
□ 籐 工芸教室
日時10 月12・26 日、11月9　・　30日、12
月14 日( いず れも 木曜日) 、午前9 時
～正午

費用3000 円( 5 回 分の材料費)
定 員20 人
□ 料 理教室
日時10 月6　・　20・27日、11月10 ・17・24

日、12 月8・22 日( い ず才1も召皀曜
日) 、午後2時 ～4時30分

費用4000 円( 8 回分の材料費)
定員30 人

□ 親子体操教室( 3 ・4歳児と母 親)
日時　10 月7日 ～12月9 日の毎週土曜 日(
全10 回) 、午前10時30 分～H 時30分

費用 無 料
定員30 組
――いずれの講座も――
対象 区内 在庄・在勦 の女性で、全 日
程 齡加で きる方

内容 仞心 者向 け
申 込方法 往復ハガ キに住 所、氏名( フ
リガナ) 、年齢( 親子体操 教室 の塲合
は子ど もの 名前 ・年齢 も) 、電話 番
号、希望する 教室l つを明 記

申 込期限9 月13 日消印有効
※ 申し 込みは1 教室に1人1枚。応募 多数
の際は抽選。
申 込・問 合せ先 花畑区 民センタ ー
〒121 花畑4 ―16―13　 　850 ―2617

第18回/ 足立区

合 唱 コ ン ク ー ル
合唱グル ープの皆さん、 日ごろ の

練習成 果を コンクールで発 衷し てみ
ませんカ丶 また、ほかのグ ループ の
歌声にも耳を 傾けてください。
日時11 月23 日( 祝) 、午前11時 侈伺演
場所 文化 会館
対象 　第1 部門m 小学生 　第2
部門m 中孝 生 　第3 部門・・一 般(
高校生を 含む)

曲目　 自由、2 曲以内
演 奏時間 曲 間を 含め7 分以内( 時
間超過の場 合は、審査 対象外)

審査員 真篠将 氏、岩河三郎氏、 鈴
木富三氏

表彰 部門別に賞 状授与。 参加 者全
與に記念 メダ ルを贈呈

申 込方法 所定 の用紙に記入し、 瘟
接申し込み

申 込期限10 月2 日
※ 申込用紙 ・実 施要項は、本庁 舎・
文 化振興係にあり ます。
申 込・間合 せ先 本庁舎・文 化振興
係 　882 ―111U 代〕

郷土博物館・特別展

〝道 具 の む か し 〟
電気・ガス・水道が普及する前の
生活はどんなだったでしょうか。今
では珍しくなった道具たちが、かつ
ての私たちの暮らしを物語ります。
日時　9 月7 日～24日、午前9 時～
午後5 時( 月罐日休館)
入館料 一般200円 小・中学生100
円( 団体は半額)
場所・問合せ先 郷土溥物館 大谷
田5- 20 ―1　　620―9393

女のフリー スペー ス

中絶を考える
今回のフ リース ペースでは、カ ナ

ダ 映画「中絶一北と 南の女たち」を
見て、中絶を女性の視点で 考え ます。
日時　9 月21日( 木) 。午後6 時30分
～8 時30 分

場所 婦人総合センタ ー( 入場無料)
ゲ スト　 宮淑子さ ん(「セクシ ュアリ
テ ィ」「女なんてい や」等の著者、
フリ ージ ャーナリ スト)

対 象 区内在住・ 在勦・在学の方
申 込方法 匱接声卩ヽ 電話ヽ ハガ キ(

住所、氏名、年齢、 職業 、「フリ ー
スペース希望」と明 記) のいず れか

申 込・問 合せ先 婦人総合センター
〒123 梅田7 ―33―1　(エル・ソフ ィ
ア内) 　　880 ―5222

《 東部区民福祉センター》

人 形 劇 教 室

ウレタンを 使 つて、おし ゃぺり人堋
を作 つて みませんか。お 子さ んが大喜
び、親子のおし ゃべりにも花 が咲きま
す。
日時　9 月12 ・26日、10月3- 24- 31
日、H 月7 ・21　・　28日( 全8 回) いず
れも午前urn ～正午

対象 区内 在住・在動の方
内 容 人形劇作り の朷歩
講 師 宮崎雅代さ ん( 人形劇団 れも ん
座)

定員20 人
費用 無料
申込 方法 匱接窓口 または電話
申込 ・問 合せ先 東部区民 福祉センタ- f 1605

一7101

手 芸 教 室
ろ うけつ染め

日時　9 月13日、10月4 日、午後1 時
～4時

内容 のれん、ブラウス等のろうけつ
染め
対象 区内在住・在勤の女性
定員25 人
費用800 円
申込方法 直接窓口または電話
受付開始　9 月5 日
申込・問合せ先 東部区民福祉センタ
―　　605―7101

男と女の料理教室
男性も厨房に入る時代。生活的に
自立した男性を目指し、料理づくり
にチャレンジしてみませんか。もち
ろん女性も大歓迎。
日時　9 月21日～10月19日の毎週木
曜日、午後6 時30分～8 時30分( 全5
回)

対象 区内在住・在勦・在学の方
定員40 人(応募多数の際は抽選)
費用 無料(材料費実費負担)
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齡、職業、希望理由、「男と女の料
理教室希望」と明記

申込期限　9 月12日必着
場所・申込・問合せ先 婦人総合セ
ンター　〒123梅田7　―33―　1　(工
ル・ソフィア内) 　 　　880―5222

地域指導者養成講座

地域で青少年のクループ活勦やさ
まぎまな活勦に取り組んでいる皆さ
んが、仲問と出会い、新しいことを
学び合える講座です。
後期は自己衷現の方法と新聞づく

りについて学びます。
日時・内容 下表のとおり
場所 腎年センター( 宿泊は佐龠草
ぷえの丘)
対象 　区内の青少年団体で活勦し
ている高校生以上 　地城活勳に
興秡のある方
費用 宿泊研修のみ実費負担
申込用紙 所定の用紙または電話
申込期限　9 月12日
申込・問合せ先 冰庁舎・少年育癘
係 　　882―111　I　(代)

第22期 区民大学
明 日 の 教 育 を

考 え る
璽大な転機を迎え ている教育につ い

て、 今一度考え ます。
日時 ・場所・内容 右表のとおり
対 象　18 歳以上の区 内在住・在勤 ・ 在
学の方

定員80 人( 応募 多数の際は抽 選)
受 講料 無料
申 込方法 往 復ハガ キに庄所 、氏名、生
年月日、性別、電 話番号、職業、「区
民大学希望 」と明記

申 込期限　9 月18 日必着
申 込・問合 せ先 本庁舎・文化 振輿係
〒120 千 住1　―　4　―18
882 ―1111( 代) ※ 上 記以外に施設見 学会を予定し てい ます。 時間はいずれも午後6 時30 分～8 時30 分

A. T. 　240, 000


